
                                                

  

8月 27日（水）に東部消防組合消防本部の山城金太郎様を講師に招いて、救命 

講習研修を行いました。前半は、緊急時対応シミュレーションをロールプレイ 

ング方式で実践していきました。特に事前に対応のポイント等の指示もなく、 

教室内で起こり得る事例（生徒が授業中突然倒れたときの対応）をいきなり実 

習していきましたが、先生方の的確な対応及び連携に感心させられました。 

実際にそのような場面に出会うことは人生に 1度あるかないかの希なことでは 

ありますが、毎年同じような訓練を続けていくことで、いざ目の前にしたとき 

慌てず行動・指示・対応ができるのだなと改めて実感できる場面となりました。 

後半は心肺蘇生法とＡＥＤの使用の仕方について、全職員実習していきました。 

講師の先生及び養護教諭の具体的で要所を押さえた説明のあと、胸骨圧迫の理 

想的なリズムを身体にしみこませながら、一人一人全ての実習を通して行うこ 

とができました。救急救命も一人で行うことは精神的にも肉体的にも大変なこ 

とです。ここぞの場面での「チーム南風原」の結束力が人を救うのです☆ 
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